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北大農場における半不耕起栽暗について

賞敬角田

北海道大学農学部附属農場段業実習部

lはじめに

これらの

I主溶法を実施するには、新たな専用機誌を必要とする。一方「半不*Jt起栽培Jは現在使用している機22で

の省力化が可能とされている。今回は北大農場の水mにおいて半不耕起栽情法を試み、慣行区と比較する

不.H1起栽I音等が実験的に行われているが、北海道の水稲栽倍の省力化については、夜帰栽i吾、

とともに問題点を検討した。

1996ft三)2耕種概要(調査年次

を管理北大農場の水図面積はL2haで、 1設業実習昔日ではこのうち 50 a (学生実習40a、試験7klJJlOa)

している。本栽培試験は、学生実習水旺iの一部を使用して行った。(図-1)

使用水図面積図-1 
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O 0追日巴 :6月下旬~7月上告jに追肥をする予定で

院4TJ
第一部水田

木あったが、低温(B!!日不足)のために中I1こした。
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下旬

(杯I属農場 19 9 6年)図-2気i#Aの推移3気象状況(気慌の推移)

ほ1-2に示すように、

6 月上告J~7月中旬にかけ

15 て、低温(日照不足)で推
平年気温
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移し、 7月中旬以降から、

ほl正平年並みの気温に沼

復した。
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1.水管理

北大農場では、水田の水源が地 F水のため、遊水胞を通して水施のJ:界をは
かっているが、水稲にi箆

した水視を常時維持するに至っていない。(地下水くみ上げ時の水禍 13"C 、遊水i也 jI1í ì&\後の平均*i~illrC) 

移植後の水管理は低織の生管障害に対応するために、幾分深めに
行った。 7丹中旬からは、気混が上昇

したが、若手の生育の停滞が見られたため、中干しの作業を中止
した。水深は、 7月以降後12cm以上を維持

し、 8月23日まで継続した。 思1-3分げつ数の推移

5.生育状況

図-3に示すように、分けつ数は、慣行

栽培と半不耕起側条施肥栽培とではあまり

差がなく、半不耕起栽培ではやや低く推移

した。これは、 6月上旬から7月上旬の低温

と日照不足によって生育が停滞したことと、

分追胞を中止した為だと思われる。稗長(

図-4)は3区でほとんど変わらなかった。

出穏期は、例年より 7 白 ~101ヨの遅れが生

じ、半不耕起栽培では、 8月4日となった、半

不*Jt起側条施肥栽培、慣行栽培は8月7日であ

る。出穏期の遅れが多少あったが後半の天候

の回復により、登熟期間中はほぼ平年並みの

生育状況とみなされた。

6収量調査

各栽培区4点について坪刈りによる収量調査

を行った。

表-1に示すように、収畏は、半不封?起裁t古
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l玄と慣行主主治区とでほとんど差がなく、収量¥lfiでは問題がないといえる
。なお半不主nJ!ii ~!lj条路IJ~栽I汗 rz:の

収最上曽は、移捕後初期生育の返れが小さかったことによると忠わ
れる。

表-1収監調査

1古籾重 祖玄米露 締玄米露 103当たり校長 千品t重 籾摺歩合

(g/3.3ば) (g/3. 3n1) (g/3. 3m') (kg) 
(g) (% ) 

半不耕起裁縫区 2041 1751 1610 496.9 23.51 84.0 

半不耕起担Ij条施1巴栽培区 2318 19'12 1831 554.8 22‘13 83. 8 

慣行裁倍区 2074 1751 1636 495.7 22.71 84.4 

7 問題点

'1"不m起栽培は慣行主主情と比較すると、本rli移l1!i後の初}羽生育のj!rれにより分げ
つ数がやや少ない

といえる。対応策としては、移結時のs!lj条飾品1憾のfJf'III と分迫l胞があげられるが、分i!d1J~:は気象を考 1;1;';­

して行う必些があろう a
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